
-中越・地域復興支援員関係者を交えて、はたらき方を思い描く- 

日  時：2015年8月5日（水） 13:30～17:30 

場  所：石巻市遊楽館 会議室1-2 

震災から時間が経過するにつれ、各種公的施策や民間助成金も減少しており、これまで地域に密着して活動

する中で住民との信頼関係を構築し、最前線で復興を推し進めてきた人材が地域を離れてしまうことは、地

域側にとっても大きな損失であるといえます。また復興支援に関わってきた人材もこれからの地域でのはた

らき方については先行きが見えづらく、不安を抱えているのではないでしょうか。 

本研修では中越地震の際に活躍し、今も地域活動に関わっている地域復興支援員の関係者の方々を講師とし

てお招きし、復興支援からどのように地域に関わるはたらき方ができるのかを考える機会とします。 

登壇者 

阿部 巧 氏 

水落 優 氏 

中林 道泰氏 

片岡 修一氏 

1980年生まれ。2004年新潟県中越地震の際に、復興活動の中間支援組織「中越復興市民会議」の設立に参加。2008年より現職となり、復興
支援・農山村の地域づくりに取り組む。また私生活では2013年に、復興支援で付き合いのあった長岡市川口地域（旧川口町）に住居を移し、
川口の山・川遊びから地域資源を活かした生業づくりに取り組む「yamakawa_sun」を立ち上げる。 

1960年生まれ。2004年10月に発生をした中越地震で震度7を記録した川口地域で被災をし、地域の復興活動を行ってきた。2011年に地域づ
くり活動の継続と活性化を目的にNPO法人くらしサポート越後川口を設立し、以降代表理事を継続している。 

1979年新潟県長岡市川口生まれ。関西の高校を卒業後、地元の日帰り温泉施設に勤務。2004年10月に発生した中越大震災で被災。その後、
縁あって川口地域で始まったばかりの地域復興支援員となり、川口出身者として出来ることを模索しながら活動。震災から5年が経過し地域
に新しく設立されたNPO法人くらしサポート越後川口に参画、現在は事務局次長。まちづくりの担い手の一人として邁進する日々を送る。 

1983年新潟県生まれ。財団法人山の暮らし再生機構における中越大震災からの復興に向けた活動後、仙台を拠点として宮城県を中心とした
東北地方の農林漁業の6次産業化支援に携わる。2014年より、石巻市6次産業化・地産地消推進センターの管理、運営を行う。宮城県6次産業
化プランナー。 

主な対象者：復興支援員 （定員：30名） 

主催：宮城県 震災復興・企画部 地域復興支援課 企画運営：（一社）みやぎ連携復興センター 

参加費：無 料 
（石巻市北村字前山15-1） 

｜ 公益社団法人 中越防災安全推進機構 ムラビト・デザインセンター センター長 

｜ NPO法人 くらしサポート越後川口 代表理事 

｜ 株式会社 東北農都共生総合研究所 代表取締役 

｜ NPO法人 くらしサポート越後川口 事務局次長 

※定員まで余裕がある場合は、復興支援・地域活動に従事されている方々にもご参加頂けます。 

 詳しくは事務局までお問い合わせください（連絡先はチラシ裏面を参照ください）。 
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参 加 者 

No. 氏  名 職  名 
事前ｱﾝｹｰﾄ：事業終了後のはたらき方を 

       現在どのように考えていますか？ 
※A~Dのうちイメージに近いものに○を付けてください 

1 

2 

3 

復興支援の先の“地域ではたらく”を考える座談会 

参加申込書 

■Webからお申し込みの場合 

 →下記URLから参加申込フォームにアクセスの上、必要事項を入力して送信下さい。 

  （みやぎ連携復興センターWebサイトリンク）http://www.renpuku.org/?p=3435 
 

■FAX・メールにてお申し込みの場合 

 →本申込書に必要事項を記入し、FAXまたは電子メールにて送信下さい。 

  

 ○申込・問い合わせ先：（一社）みやぎ連携復興センター（担当：中沢・小西・高橋） 

             TEL：022-748-4550 FAX：022-748-4552 

             E-mail：renpuku@gmail.com 

参加申込締切：7月31日（金）18:00まで 

13:30 開会挨拶 

中越復興支援員・地域おこし協力隊の事業終了後進路概論 

 ‐阿部 巧氏 （公益社団法人中越防災安全推進機構 センター長） 

事例共有① ‐復興支援から地域経営へ‐ 

 ‐水落 優氏 （NPO法人くらしサポート越後川口 代表理事） 

 ‐中林 道泰氏（ 復興支援員→NPO法人くらしサポート越後川口 事務局次長） 

事例共有② ‐中越での経験を東北で活かす‐ 

 ‐片岡 修一氏（復興支援員→株式会社東北農都共生総合研究所 代表取締役） 

13:40 

15:10 質疑応答・意見交換 

15:40 グループに分かれて座談会 

17:30 閉 会 

（プログラム） 

A.  自分で何かやりたい（起業など） 

B.  引き続き地域づくりに関わる仕事がしたい 

C.  他の仕事をしながら、できる範囲で地域に関わりたい 

D.  その他・まだイメージできていない 

A.  自分で何かやりたい（起業など） 

B.  引き続き地域づくりに関わる仕事がしたい 

C.  他の仕事をしながら、できる範囲で地域に関わりたい 

D.  その他・まだイメージできていない 

A.  自分で何かやりたい（起業など） 

B.  引き続き地域づくりに関わる仕事がしたい 

C.  他の仕事をしながら、できる範囲で地域に関わりたい 

D.  その他・まだイメージできていない 
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